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メントと精神分析」では Anna Freud や Spitz などの精神分析家による Bowlby への批判を
概観した上で、近年なぜ精神分析の中でアタッチメント理論が再評価されるようになって

























が「安心の基地」になるためには何が必要なのかを考察した。第 11 章「事例 2：アタッチ
メント理論から見た心理療法の行き詰まりとその回復過程：逆転移としてのセラピストの
眠気の意味」ではセラピストが逆転移を起こした時にそこからどのように回復していくの




起きている悪循環を断ち切る介入について考察した。第 13 章「事例 4：アタッチメントと
適応の動的－成熟モデル」の心理療法への適用」ではクライエントのアセスメントと心理療
法過程の理解に DMM を使用して、その臨床的意義を考察した。第 14 章「事例 5：アタッチ
メントと適応の動的－成熟モデル（DMM）から見た青年期の発達過程－DMM-AAI を用いた心
理療法効果測定の試み」では DMM-AAIを心理療法開始時と終結時に実施して、効果測定を試
みた。第 15 章「事例 6：治療同盟の破綻を克服するための DMM-AAI の使用」では治療同盟
が破綻しかけた時に DMM-AAI を用いて回復した事例を考察して、臨床ツールとしての DMM-
AAIの可能性を検討した。 
 第Ⅲ部結論は総合考察である。第 16 章「各事例から抽出されたアタッチメントを心理療
法に活用するための観点」ではこれまでの 6 事例を振り返り、アタッチメントを心理療法に応
用するための観点を「アタッチメントから見たアセスメント」「アタッチメントから見た心理療
法過程」「アタッチメントから見た介入技法」という心理療法の 3つの側面について各事例
から抽出した。第 17 章「アタッチメントを心理療法に活用するためのモデルの提案」では
それらの観点を再構成して「アタッチメントを心理療法に活用するためのモデル」の提案を
行い、本研究の意義について考察した。最後に本研究の限界と今後の課題を検討した。 
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